
 
資料１ 

平成 18 年 5 月 15 日 

18 川 財 資 第 110 号 

 

川崎市起債運営アドバイザリー・コミッティ 

及び川崎市債投資家懇談会の設置について 

 

１ 目的及び設置 

川崎市債の商品性、流動性の維持・向上を図り、その消化を一層確実

かつ円滑なものとするとともに、市場原理に即して中長期的に資金調達

コストを抑制していく観点から、継続的に市場のニーズ・動向等に関し

情報収集し、もって魅力的で信頼される市債発行に向けた自主的な取組

の一層の充実強化を図るため、有識者、市場関係者、投資家等から直接

かつ継続的に意見や助言を聞くことを目的として川崎市起債運営アドバ

イザリー・コミッティ（以下「起債運営コミッティ」という。）及び川崎

市債投資家懇談会（以下「投資家懇談会」という。）を専門家に委託して

設置する。 

 

２ 会合の開催趣旨 

起債運営コミッティ及び投資家懇談会（以下、総称して「会合」とい

う。）は、前項に定める目的を達成するため、次の当該各号に掲げる趣旨

に従い、参加者の自由な意見交換を行うものとして、当該事業の受託者

（以下「受託者」という。）において開催する。 

（１）起債運営コミッティ 

市債の引受金融機関等の市場関係者及び有識者から、市が起債運営

の実務面に関して継続的に助言や意見を聴取する。 

なお、市場関係者については、市債の引受に関し特別な責任及び資

格を伴い起債運営に協力するものとする。 

（２）投資家懇談会 

市債の市場評価、市場ニーズ等について、市が地方債を保有・運用

する投資家及び有識者と直接かつ継続的に意見交換を行う。 

 

３ 組織 

（１）会合は、地方債制度及び地方債市場に関して専門的知見を有する者

をもって構成するものとし、別表１に掲げる者（以下「メンバー」と

いう。）をもって充てる。 

（２）メンバーの任期は、一会計年度が終了するまでの間とし、受託者が

委嘱する。 
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（３）会合には座長を置く。 

（４）座長はメンバーの互選により選任する。 

（５）座長は会合を代表し、会務を主宰する。 

（６）座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指定するメンバーがそ

の職務を代理する。 

 

４ 会議 

（１）会合は、座長が招集する。 

（２）座長は前項に掲げる者のほか、必要があると認めたときは、メンバ

ー以外の者に会合への出席を求めることができる。 

（３）会合は、概ね別表２に掲げるスケジュールに従い開催するものとす

る。 

 

５ 専門部会及び事務局の設置 

（１）起債運営コミッティに特定の事項について調査研究を行うため、必

要に応じ、専門部会を設けることができる。 

（２）専門部会は、座長が定める事項について調査研究を行う。 

（３）専門部会には座長が指名するメンバーが顧問として参加し、助言を

行うものとする。 

（４）会合の事務を処理させるため、会合に事務局を置く。 

（５）専門部会及び事務局の運営について必要な事項は、座長が別に定め

る。 

 

６ 守秘義務 

会合、専門部会及び事務局の構成員並びにこれに準ずる者は、議事に

関して知り得た内容等について川崎市の許可なく外部に漏らしてはなら

ない。 

 

７ 会議公開 

本会議は原則公開とする。ただし、公開することにより、公正かつ中

立的な議事に著しい支障を及ぼすおそれがある場合又は特定な者に不当

な利益をもたらす恐れがある場合には、座長は会議を非公開にすること

ができるものとする。 

なお、参加メンバーの率直かつ活発な意見交換を促進する観点から、

参加メンバーたる個別企業の投資スタンス等を類推され得る発言につい

て発言者を明らかにして公表することにより、当該企業に不利に働くお

それがあることから、本会合については、議事録は作成・公表せず、議

事要旨を公表する。 
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８ 庶務 

 会合の庶務は、川崎市の同意を得て受託者において処理する。 

 

９ その他 

上記に定めるもののほか、会合の運営に関し必要な事項は、受託者の

意見を聞き座長が定める。 

 

10 適用日 

  この定めは、平成１８年５月２３日から適用する。 

 3 



別表１ 

（50音順、敬称略）

現　所　属　・　役　職　等

伊 藤
い と う

雅 俊
ま さ と し

株式会社 三菱東京UFJ銀行 公共法人部 調査役

稲 生
い の う

信 男
の ぶ お

東洋大学　国際地域学部国際地域学科 助教授

江 夏
え な つ

あかね 日興シティグループ証券株式会社 コーポレート・ボンド・リサーチ バイス・プレジデント

大 内
お お う ち

孝 夫
た か お

株式会社 みずほ銀行 証券部 次長

大 場
お お ば

毅
つよし　　

大和証券エスエムビーシー株式会社 キャピタルマーケット部 次長

岡 田
お か だ

聡
そ う

株式会社 横浜銀行 市場営業部 担当部長

佐 藤
さ と う

淳
あつし

野村證券株式会社 キャピタル・マーケット部 キャピタル・マーケット一課長

関
せき

晃 一
こ う い ち

日興アイ・アール株式会社 コンサルティング部長

武 田
タケダ

健 吾
ケンゴ

株式会社 三井住友銀行 市場資金部 部長代理

田 中
た な か

俊 次
と し つ ぐ

川崎市 財政局 財政部 資金課長

中 村
な か む ら

義
よ し

富
とみ

財団法人 地方債協会 企画調査部長

伴
ばん

豊
ゆたか

新光証券株式会社 債券金融営業部 投資情報課 シニア・クレジット・アナリスト

船 越
ふ な こ し

夏 樹
な つ き

株式会社 りそな銀行 川崎支店 融資課

（オブザーバー）

浮 揚
う き あ げ

庸 夫
や す お

川崎市　財政局　財政部長

川崎市起債運営アドバイザリー・コミッティ　メンバー名簿

氏　　　　　名
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（50音順、敬称略）

現　所　属　・　役　職　等

安 蒜
あ ん び る

信 彦
の ぶ ひ こ

第一勧業アセットマネジメント株式会社 債券運用部 シニア・アナリスト

稲 生
い の う

信 男
の ぶ お

東洋大学 国際地域学部 国際地域学科 助教授

川
かわ

森
も り

幸 三
こ う ぞ う

日本生命保険相互会社 資金証券部 債券投資課長

関
せき

晃 一
こ う い ち

日興アイ・アール株式会社 コンサルティング部長

岳
たけ

俊太郎
しゅ ん た ろ う

東京海上日動火災保険株式会社 投資部 債券投資グループ課長

田 中
た な か

俊 次 川崎市 財政局 財政部 資金課長

唐
と う

仁
じ ん

原
はら

晃
あきら

川崎市 財政局 財政部 財政課 財政計画担当主幹

中 島
な か じ ま

英 二
え い じ

全国共済農業協同組合連合会 全国本部 資金債券部 債券グループ課長

平 野
ひ ら の

一 樹
か ず き

プルデンシャル インベストメント マネジメント ジャパンインク 投資運用部 ｼﾆｱ･ｸﾚｼﾞｯﾄ･ｱﾅﾘｽﾄ

高 橋
た か は し

哲 郎
て つ ろ う

地方公務員共済組合連合会 資金運用部 運用第１課長

（オブザーバー）

浮 揚
う き あ げ

庸 夫
や す お

川崎市　財政局　財政部長

川崎市債投資家懇談会　メンバー名簿

氏　　　　　名
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別表２  
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（１）川崎市起債運営アドバイザリー・コミッティ開催スケジュール

原則として、下表のとおり年４回（５月、８月、１１月及び２月）開催するものとする。

回 時間 開催場所 テーマ（仮題）

第１回 5月29日 （月） 13：15～15：15 川崎市役所

①　会合の運営方法
②　起債評価
③　個別条件交渉方式の評価
④　環境配慮型ミニ公募債の取組
⑤　超長期債発行のマーケット環境と起債運営
⑥　その他

第２回 8月28日 （月） 13：15～15：15 川崎市役所

①　起債評価
②　流通市場における取組状況
③　起債運営に関する特別な責任及び資格
④　その他

第３回 11月20日 （月） 13：15～15：15 川崎市役所

①　起債評価
②　市債の商品性の向上
③　資金調達手段の多様化
④　その他

第４回 2月19日 （月） 13：15～15：15 川崎市役所

①　起債評価について
②　最近の地方債市場の動向
③　市債の来年度の起債運営と発行計画
④　その他

（２）川崎市債投資家懇談会開催スケジュール

原則として、下表のとおり年２回（５月及び１１月の第４火曜日）開催するものとする。

回 時間 開催場所 テーマ（仮題）

第１回 5月23日 （火） 16：00～18：00 都内

①　会合の運営方法
②　川崎市の経営ビジョンと財政状況
③　市債の起債運営と発行計画
④　地方債市場をめぐる現状と課題等
⑤　その他

第２回 11月28日 （火） 16：00～18：00 都内

①　川崎市の昨年度決算を中心とした財政状況
②　市債の来年度の起債運営と発行計画
③　最近の地方債市場の動向
④　その他

日　程

日　程

 


